
 

 

                                                令和８年７月２１日 

 

オープンカウンター方式による見積り依頼について 

 

１ 本リストは、オープンカウンター方式実施要項に基づく手続きが必要です。  

２ 本方式は随意契約を前提とした見積依頼であり、有効な見積書をもって申込みをした者のうち、予定価格の制限の範囲内で最

低の価格の見積書をもって申し込みをした者を契約の相手方とします。 

３ 件名リスト 

一連

番号 
件 名  

納入（履行） 

場所 

納  期 

（履行期限） 

見積依頼書 

公表日 

見 積 書 

提出期限 

見積合わせ 

日時 

防衛省競争参加 

資格 
備考 

1 移設作業 明野駐屯地 8.8.31 8.7.21 
8.7.28 

（1200） 

8.7.28 

（1300） 
  

2 Ｗｉ－Ｆｉルーター借上 明野駐屯地 

8.9.1～

9.3.31 

8.7.21 

8.7.28 

（1300） 

8.7.28 

（1400） 

 
仕様書 4.4提出書類a)につい

ては 8.7.27の 1500までに提

出 

3 

オープンソースの自律航行ソフト

ウェアを用いた無人航空機制御技

術講習 

仕様書のとおり 

8.8.4～

9.3.31 

8.7.21 

8.7.28 

（1400） 

8.7.28 

（1500） 

  

４ 仕様書の交付場所、契約条項等を示す場所、問合せ先及び提出先 

 

郵 便 番 号：519-0501 

住 所：三重県伊勢市小俣町明野 5593-1 

 契約機関名：明野駐屯地（担当：片山） 

 電 話 番 号：0596-37-0111（内線 384） 

F A X 番 号：0596-37-2804 



合計金額

              品           名 規         格 単位 数量 単価 金   額 同等品 備考

移設作業 仕様書の通り 式 1 1

以下余白 2

3

4

5

6

7

8

9

合計 10

納 入 場 所

契 約 保 証 金

  上記に関して「入札及び契約心得」、「オープンカウンター方式実施要項」及び
「標準契約書等」の契約条項等を承諾のうえ見積りいたします。
　また、当社（私（個人の場合）、当団体（団体の場合））は「入札及び契約心得」に示
された暴力団排除に関する誓約事項について誓約いたします。

令和 　　年　　月　　日

　　　　契約担当官

　　　　陸上自衛隊航空学校

　　　　会計課長　横　地　康　弘　殿

住  　所

会 社 名

代表者名

担当者名

電話番号

陸上自衛隊明野駐屯地

免　　　除

納　　　期

消 費 税 額

令和８年８月３１日

外税

 件名リスト一連番号 1

見　　　積　　　書



　契約担当官

　陸上自衛隊航空学校

　会計課長　横地康弘　殿 住  　所

会 社 名

代表者名

担当者名

 １消費税：外税 電話番号

 ２総品目総額

              品           名 規         格 単位 数量 単価 金   額 同等品 備考

移設作業 仕様書の通り 式 1 1

以下余白 2

3

4

5

6

7

8

9

合計 10

担当：片山

　　令和 　  年  　　月  　　日

市　　場　　価　　格　　調　　書



















合計金額

              品           名 規         格 単位 数量 単価 金   額 同等品 備考

Ｗｉ－Ｆｉルーター借
上 仕様書による 式 1 〇 1

以下余白 2

3

4

5

6

7

8

9

合計 10

納 入 場 所

契 約 保 証 金

  上記に関して「入札及び契約心得」、「オープンカウンター方式実施要項」及び
「標準契約書等」の契約条項等を承諾のうえ見積りいたします。
　また、当社（私（個人の場合）、当団体（団体の場合））は「入札及び契約心得」に示
された暴力団排除に関する誓約事項について誓約いたします。

令和 　　年　　月　　日

　　　　契約担当官

　　　　陸上自衛隊航空学校

　　　　会計課長　横　地　康　弘　殿

住  　所

会 社 名

代表者名

担当者名

電話番号

陸上自衛隊明野駐屯地

免　　　除

納　　　期

消 費 税 額

令和８年９月１日～
令和８年３月３１日

外税

 件名リスト一連番号 2

見　　　積　　　書



　契約担当官

　陸上自衛隊航空学校

　会計課長　横地康弘　殿 住  　所

会 社 名

代表者名

担当者名

 １消費税：外税 電話番号

 ２総品目総額

              品           名 規         格 単位 数量 単価 金   額 同等品 備考

Ｗｉ－Ｆｉルーター借上 仕様書による 式 1 〇 1

以下余白 2

3

4

5

6

7

8

9

合計 10

担当：片山

　　令和 　  年  　　月  　　日

市　　場　　価　　格　　調　　書









合計金額

              品           名 規         格 単位 数量 単価 金   額 同等品 備考

オープンソースの自律航行
ソフトウェアを用いた無人航

空機制御技術講習
仕様書のとおり 式 1 1

以下余白 2

3

4

5

6

7

8

9

合計 10

納 入 場 所

契 約 保 証 金

  上記に関して「入札及び契約心得」、「オープンカウンター方式実施要項」及び
「標準契約書等」の契約条項等を承諾のうえ見積りいたします。
　また、当社（私（個人の場合）、当団体（団体の場合））は「入札及び契約心得」に示
された暴力団排除に関する誓約事項について誓約いたします。

令和 　　年　　月　　日

　　　　契約担当官

　　　　陸上自衛隊航空学校

　　　　会計課長　横　地　康　弘　殿

住  　所

会 社 名

代表者名

担当者名

電話番号

航空学校

免　　　除

納　　　期

消 費 税 額

令和８年８月４日～
令和９年３月３１日

外税

 件名リスト一連番号 3

見　　　積　　　書



　契約担当官

　陸上自衛隊航空学校

　会計課長　横地康弘　殿 住  　所

会 社 名

代表者名

担当者名

 １消費税：外税 電話番号

 ２総品目総額

              品           名 規         格 単位 数量 単価 金   額 同等品 備考

オープンソースの自律航行ソ
フトウェアを用いた無人航空

機制御技術講習
仕様書のとおり 式 1 1

以下余白 2

3

4

5

6

7

8

9

合計 10

担当：片山

　　令和 　  年  　　月  　　日

市　　場　　価　　格　　調　　書
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調達要求番号：６Ｌ８３１ＡＨ０００５ 

1 総則 

1.1 適用範囲 

 この仕様書は，オープンソースの自律航行ソフトウェアを用いた無人航空機制御技術講習について

規定する。 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書で用いる用語及び定義は，次によるほか，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１による。 

1.2.1 無人航空機 

 航空の用に供することができる飛行機，回転翼航空機であって，構造上人が乗ることができないも

ののうち，その重量が１００ ｇ以上かつ１５０ ｋｇ未満であり，遠隔操作又は自動操縦により飛行

させることができるものをいう。 

1.2.2 自動操縦 

 プログラムにより自動的に操縦を行うことをいう。 

1.2.3 Ａｒｄｕ Ｐｉｌｏｔ 

 無人航空機のうち，マルチローター機，固定翼機及びＶＴＯＬ機を制御できるオープンソースの自

動航行ソフトウェアプログラムをいう。 

1.2.4 Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｐｌａｎｎｅｒ 

 Ａｒｄｕ Ｐｉｌｏｔ系のＦＣ及びＷｉｎｄｏｗｓ ＯＳに対応した地上管制局ソフトウェアであ

り，飛行計画作成，自動航行，ログ解析，機体設定機能を有するものをいう。 

1.2.5 プロポ 

 プロポーショナルシステムの略であり，無人航空機を遠隔操作するための送受信コントローラーを

いう。 

1.2.6 ＥＬＲＳ 

 ＥｘｐｒｅｓｓＬＲＳの略であり，オープンソースの無線通信プロトコルをいう。 

1.2.7 ＦＨＳＳ 

 Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｈｏｐｐｉｎｇ Ｓｐｒｅａｄ Ｓｐｅｃｔｒｕｍの略であり，周波数ホッ

ピング方式の無線通信プロトコルをいう。 

1.2.8 マルチローター機 

 無人航空機のうち，３つ以上のローターを搭載した回転翼航空機をいう。 

1.2.9 最大対角ホイールベース 

 最も離れた位置にある対角線上のモーターの中心間距離をいう。 

1.2.10 ＦＣ 

 Ｆｌｉｇｈｔ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒの略であり，無人航空機の制御を行う装置をいう。 

1.2.11 ＧＮＳＳ 

 Ｇｌｏｂａｌ Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ Ｓｙｓｔｅｍの略であり，衛星から

の信号を基に受信局の位置情報を提供するシステムをいう。 

1.2.12 ＰＩＤ 

 Ｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａｌ－Ｉｎｔｅｇｒａｌ－Ｄｅｒｉｖａｔｉｖｅの略であり，フィードバッ

ク制御方式をいう。 

1.3 引用文書等 

1.3.1 引用文書 

 この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

 

飛 行 実 験 隊 仕 様 書 
物品番号  仕 様 書 番 号 

オープンソースの自律航行ソフトウェ

アを用いた無人航空機制御技術講習 

６Ｌ８３１ＡＨ０００５ 

作    成 令和 ８年 ６月２９日 

変    更     年  月  日 

作成部隊等名 飛行実験隊 
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a) 仕様書 

  ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 

1.3.2 関連文書 

a) 法令等 

  電波法（昭和２５年法律第１３１号） 

  航空法（昭和２７年法律第２３１号） 

  電波法施行規則（昭和２５年電波監理委員会規則第１４号） 

  無線局運用規則（昭和２５年電波監理委員会規則第１７号） 

  特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則（昭和５６年１１月２１日郵政省第３７号） 

 

2 役務に関する要求 

2.1 一般的要求事項 

 一般的要求事項は，次による。 

a) この講習は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，Ａｒｄｕ Ｐｉｌｏｔ系のＦＣを搭

載した無人航空機の制御技術を講習するものとする。 

b) この講習における，秘密保全については4.3 ，安全管理については4.4 によるものとし，契約の

相手方は万全の処置を講じなければならない。 

2.2 役務の内容 

2.2.1 講習期間等 

a) 講習期間 

  講習期間は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，土日祝日を除く連続した３日間とす

る。 

b) 講習時間 

 1) 各日の講習時間は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，９時から１３時及び１４時

から１８時の合計８時間とする。 

 2) 講習内容に応じて講習開始時間及び終了時間を変更してもよいが，各日の講習時間は合計８時

間を満たさなければならない。 

2.2.2 講習会場 

 講習会場は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，契約の相手方が準備する施設とする。 

2.2.3 受講者数 

 受講者数は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，２名とする。 

2.2.4 講師 

a) 講師の保有する知識及び実務経験 

 1) 講師は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，Ａｒｄｕ Ｐｉｌｏｔ及びＭｉｓｓｉ

ｏｎ Ｐｌａｎｎｅｒに関する知識を十分に有し，かつ，Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｐｌａｎｎｅｒによ

る無人航空機の制御に関する実務経験を有する者とする。 

 2) 契約の相手方は，4.1 により，講師略歴を作成し，講習当初に受講者に提出すること。 

b) 講師の人数等 

 1) 講師の人数は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，受講者２名に対して１名以上と

する。ただし，受講者が１名の場合，講師の人数は１名以上とする。 

 2) 講師は，講習期間中同一の人物である必要はなく，講習内容，講師の知識及び実務経験に応じ

て適宜変更してもよい。 

2.2.5 講習用資器材 

 講習用資器材は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表1 によるほか，その他講習の実

施に必要な資器材等については，契約相手方の責任において準備するものとする。 

 

表1 － 講習用器材 

器材名 差出元 備考 

講習用電子計算機 官側 ＯＳはＷｉｎｄｏｗｓとする。 

講習用プロポ 契約の相手方 a) 通信プロトコルは，ＥＬＲＳま

たはＦＨＳＳする。 

b) 講習用無人航空機の付属品に含

める。 
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表1 － 講習用器材（つづき） 

器材名 差出元 備考 

講習用無人航空機 契約の相手方 講習用無人航空機の仕様について

は，2.2.6 による。 

講習用テキスト 契約の相手方 講習用テキストの数量等について

は，4.1 による。 

2.2.6 講習用無人航空機 

 講習用無人航空機は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，次による。 

a) 種類 

  クアッドローターのマルチローター機とする。 

b) 最大対角ホイールベース 

  ６ ｉｎ以上１７ ｉｎ未満 

c) 重量 

  １００ ｇ以上２５ ｋｇ未満（バッテリ搭載時） 

d) ＦＣ 

  Ａｒｄｕ Ｐｉｌｏｔ系とする。 

e) 機能 

 1) ＧＮＳＳの信号を受信し，飛行制御に用いるために必要なアンテナ及び制御モジュールを有す

ること。 

 2) ＦＣが無人航空機の姿勢，高度及び方位を検出することができる各種センサを有すること。 

 3) 飛行間，飛行経路の前方の障害物の有無を確認することができる可視画像カメラを有するこ

と。 

f) 通信用電波 

 1) 操縦用の電波は，２．４ ＧＨｚ帯とし，通信プロトコルはＥＬＲＳまたはＦＨＳＳとする。 

 2) 操縦用及び映像用の送信モジュールは，日本国内の技術基準適合証明を有していなければなら

ない。 

g) 飛行可能時間 

  １０分以上とする。 

h) 附属品及び予備品 

  附属品及び予備品は，製造者が規定する仕様及び契約の相手方の社内規格による標準附属品並び

に標準予備品とする。 

2.2.7 講習内容等 

a) 講習内容は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表2 を満たすものとする。 

b) 講習時間は基準とし，受講者の理解度及び講習カリキュラムの構成に応じて変更してもよいが，

2.2.1 のb)を満たさなければならない。 

 

表2 － 講習内容 

項目 講習内容a) 
講習時間 

（基準） 

講習用無人航空機の組

立 

a) 各種パーツ及びモジュールの規格，取扱い要領及び注意事

項について理解させる。 

b) 各種パーツ及びモジュールの状態から無人航空機を組み立

てる要領を理解させる。 

５時間 

Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｐｌ

ａｎｎｅｒの概要 

仮想環境におけるテスト及びプログラム飛行に必要となるＭｉ

ｓｓｉｏｎ Ｐｌａｎｎｅｒの画面，機能及び操作の概要を理

解させる。 

３時間 

フライトプランの作成

及び安全設定 

a) Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｐｌａｎｎｅｒによるフライトプランの

作成要領を理解させる。 

b) フェールセーフ及び安全設定の要領を理解させる。 

仮想環境におけるフラ

イトプランのテスト要

領 

作成したフライトプランを用いて，仮想環境におけるテスト要

領を理解させる。 
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表2 － 講習内容（つづき） 

項目 講習内容a) 
講習時間 

（基準） 

無人航空機の接続要領 無人航空機とＭｉｓｓｉｏｎ Ｐｌａｎｎｅｒの接続要領及び

初期設定要領を理解させる。 

２時間 

無人航空機の初期調整

要領 

センサ及び構成品のキャリブレーション及びテスト要領につい

て理解させる。 

マニュアル操縦 Ｓｔａｂｉｌｉｚｅモード，ＡｌｔＨｏｌｄモード，ＰｏｓＨ

ｏｌｄモードにおける基本操作要領を理解させる。 

プログラム飛行及び 

飛行データ評価 

a) 作成したフライトプランを用いたプログラム飛行を実施さ

せ，プログラム飛行の実施要領に習熟させる。 

b) 飛行データの確認要領及びデータ評価要領を理解させる。 

３時間 

ＰＩＤ制御理論及びパ

ラメータ設定 

a) パラメータ設定に必要な制御理論の基礎的事項を理解させ

る。 

b) Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｐｌａｎｎｅｒによる無人航空機のパラ

メータ確認及び設定要領を理解させる。 

３時間 

無人航空機のチューニ

ング要領 

a) 無人航空機のチューニングのためのプロセス及びセオリー

を理解させる。 

b) 各種フライトモードの特性およびチューニングのポイント

となる事項について理解させる。 

c) 無人航空機を飛行させ，各種フライトモードの挙動確認要

領及びパラメータのチューニング要領を理解させる。 

３時間 

無人航空機のデータロ

グ解析要領 

a) データログ解析に必要な基礎的事項を理解させる。 

b) データログの抽出要領及び抽出されたデータログをグラフ

化する要領を理解させる。 

c) データログ解析における要点及び各種パラメータの特性に

応じたデータログ解析要領を理解させる。 

３時間 

トラブルシューティン

グ要領 

a) 例示されたログデータから生起したトラブルの状況を分析

する要領について理解させる。 

b) 例示されたログデータから生起したトラブルの状況を分析

し，事故原因を究明する要領に習熟させる。 

２時間 

注a) 各講習内容には，実務経験に基づく注意事項，着意事項に関する事項を含めるものとする。 

 

3 品質保証 

3.1 監督・検査 

 監督及び検査は，契約担当官等が定める監督・検査実施要領による。 

 

4 その他の指示 

4.1 納入書類等 

 納入書類等は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表3 による。 

 

表3 － 納入書類等 

番号 名称 数量 納入先 注記 

１ 講習用無人航空機 １ 講習会場とするも，細部

は官側との調整による。 

a) 仕様等については，

2.2.6 による。 

b) 講習用無人航空機が撮

影した映像を確認可能な

プロポを含む。 

２ 講習用テキスト ２ 紙媒体とする。 

３ 講習用テキスト（電子） ２ 電子媒体とする。 
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表3 － 納入書類等（つづき） 

番号 名称 数量 納入先 注記 

４ 講師略歴 ２ 講習会場とするも，細部

は官側との調整による。 

a) 過去に参画した事業，

プロジェクトの概要を含

むものとする。 

b) 細部の仕様は，契約相

手方の定める仕様によ

る。 

５ 受講修了書 ２ a) 受講者の氏名，講習

名，発行者名を含むもの

とする。 

b) 細部の仕様は，契約相

手方の定める仕様によ

る。 

4.2 契約の相手方の条件 

a) 契約の相手方は，日本国内に本社を有するとともに，日本国内にＡｒｄｕ Ｐｉｌｏｔ系のＦＣ

を搭載した自社製無人航空機の製造工場を有するものとする。 

b) 契約の相手方は，本契約の内容と類似した講習の実績があるものとする。 

c) 契約の相手方は，総務大臣又は各総合通信局長が発行する無線技士の資格を保有する従業員を有

し，本契約の実施にあたり電波法令に係る指導，監督並びに必要な処置が実施できる態勢を構築で

きるものとする。 

4.3 秘密保全 

a) 契約の相手方は，この契約の履行に当たり直接又は間接にかかわらず知り得た事項の管理に万全

を期するとともに，別途利用，その他への公表などは官側の許可なく行ってはならない。また，こ

の契約終了後も同様とする。 

b) 契約の相手方は，講習の景観を静止画又は動画により撮影してはならない。ただし，官側が撮影

する場合は，この限りではない。 

4.4 安全管理 

 契約の相手方は，この契約の履行にあたり危害防止のための必要な処置を講ずるとともに，必要の

都度，受講者に対する注意喚起を行うこと。また，危害防止のために必要な保護具等については，契

約の相手方の責任において準備するものとする。 

4.5 その他 

 契約の相手方は，この契約の履行において必要な次の事項について提供するものとする。 

a) 受講者が受講時間中に待機及び休憩できる場所 

b) 受講，待機及び休憩に必要な電力，用水などの使用 

4.6 仕様書に関する疑義 

 この仕様書に関する疑義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.3 による。 

. 


